
財
政
再
建
成
功
と
同
時
に
訪
れ
た

『
龍
馬
伝
』ブ
ー
ム

　

高
知
県
安
芸
市
は
平
成
22
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
『
龍
馬
伝
』
の
相
乗
効
果
で
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

平
均
視
聴
率
20
％
以
上
の『
龍
馬
伝
』に
全
編
を
通
じ

て
主
要
登
場
人
物
と
し
て
描
か
れ
た
、
三
菱
財
閥
・

三
菱
グ
ル
ー
プ
の
創
始
者
・
岩
崎
弥
太
郎
の
生
ま
れ

故
郷
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
方
面
か
ら
に
わ
か
に

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

高
知
県
で
は『
龍
馬
伝
』の
放
映
に
合
わ
せ
て
平
成

22
年
１
月
16
日
〜
23
年
１
月
10
日
ま
で
、
高
知
市
を

中
心
に《
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
》が
開
催
さ
れ
、
県

内
４
カ
所
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
は
90
万
人
の
観
光
客

が
詰
め
掛
け
た
。
安
芸
市
は
人
口
２
万
人
だ
が
市
役

所
の
横
に
設
け
ら
れ
た《
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
》サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
・
こ
こ
ろ
ざ
し
社
中
に
は
11
万
人
、

岩
崎
弥
太
郎
生
家
に
は
21
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

た
。
歴
史
上
最
大
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
安
芸
市
に

は
、
財
政
再
建
の
暗
い
雰
囲
気
が
な
く
新
た
な
市
政

発
展
へ
と
向
か
う
元
気
な
ま
ち
で
あ
っ
た
。

　

安
芸
市
役
所
は
市
域
南
部
の
土
佐
湾
に
程
近
い
場

所
に
立
地
し
て
お
り
、
岩
崎
弥
太
郎
の
生
家
は
市

域
北
部
の
山
側
に
あ
る
。
両
者
を
結
ぶ
道
程
の
中
間

地
域
に
は
、
安
芸
市
の
シ
ン
ボ
ル
・
野
良
時
計
（
明

治
20
年
代
に
設
置
さ
れ
、
付
近
の
人
々
に
時
を
教
え

た
西
欧
式
の
大
時
計
）
や
書
道
美
術
館
、
歴
史
民
俗

資
料
館
、
武
家
屋
敷
街（
土
居
廓
中
）な
ど
、
市
内
の

観
光
名
所
が
美
し
い
田
園
風
景
の
中
に
点
在
し
て
い

る
。
平
成
22
年
度
に
安
芸
市
を
訪
れ
た
観
光
客
の
多

く
も
、
こ
の《
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
》サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
・
こ
こ
ろ
ざ
し
社
中
と
岩
崎
弥
太
郎
の
生
家
を

訪
ね
、
そ
の
間
に
点
在
す
る
市
内
名
所
を
通
し
て
安

芸
市
の
歴
史
や
風
光
を
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
急
増
し
た
観
光
客

を
い
か
に
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
げ
て
い
く
か
に
つ
い

て
は
今
後
の
工
夫
に
掛
か
っ
て
く
る
が
、
安
芸
市
に

と
っ
て
こ
の
平
成
22
年
度
が
、『
龍
馬
伝
』
に
よ
っ
て

そ
の
名
を
全
国
に
力
強
く
発
信
さ
れ
た
時
期
で
あ
る

こ
と
は
、
今
後
、
長
く
記
憶
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

平
成
22
年
度
は
ま
た
、
安
芸

市
に
と
っ
て
別
の
意
味
で
も
、

記
念
す
べ
き
年
度
で
あ
っ
た
。

安
芸
市
は
平
成
20
年
度
決
算

で
早
期
健
全
化
団
体
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
別
外
部
監
査
を
受
け
、
財
政
健
全
化
計
画
を

策
定
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
早
期
健
全
化
団
体

と
な
っ
た
翌
年
の
平
成
21
年
度
決
算
に
お
い
て
、
早

く
も
早
期
健
全
化
団
体
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ（
財
政
健
全
化
団
体
の
指
定
解
除
は
22
年
度
）。

財
政
再
建
を
後
押
し
し
た
の
は
市
民
の
力

　

そ
の
陣
頭
指
揮
を
執
り
続
け
て
き
た
松
本
憲
治

安
芸
市
長
は
「
安
芸
市
と
い
え
ば
こ
こ
数
年
は
財
政

破
た
ん
寸
前
の
ま
ち
と
し
て
、
あ
り
が
た
く
な
い

形
で
有
名
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
河
ド

ラ
マ
『
龍
馬
伝
』
効
果
と
、
財
政
健
全
化
の
達
成
で

得
た
自
信
に
よ
っ
て
、
後
々
、
平
成
22
年
度
が
安

芸
市
の
飛
躍
の
年
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
ら
れ
る

こ
と
を
望
み
た
い
」
と
明
る
い
表
情
で
語
る
。
そ
し

て
今
回
の
財
政
再
建
へ
の
努
力
が
所
期
の
目
標
を

達
成
で
き
た
の
も
、「
ひ
と
え
に
財
政
再
建
に
対
す

る
安
芸
市
民
の
理
解
と
粘
り
強
い
底
力
、
そ
し
て

何
よ
り
市
職
員
の
一
致
団
結
し
た
パ
ワ
ー
の
お
か

げ
」と
強
調
し
た
。

　

松
本
市
長
が
安
芸
市
職
員
と
し
て
環
境
・
健
康

ふ
れ
あ
い
・
市
民
・
企
画
財
政
な
ど
の
各
課
長
を

歴
任
後
、
市
長
に
就
任
し
た
の
は
平
成
13
年
。
既

に
大
き
な
財
政
赤
字
を
抱
え
て
い
た
安
芸
市
政
を
、

徹
底
的
な
行
財
政
改
革
に
よ
っ
て
立
て
直
す
こ
と

を
最
大
の
目
標
に
掲
げ
て
の
出
馬
だ
っ
た
。

　

安
芸
市
民
が
松
本
市
長
の
こ
の
主
張
を
大
き
な

危
機
感
と
と
も
に
理
解
し
、
支
持
し
た
こ
と
は
、

平
成
17
年
度
（
２
期
目
）
お
よ
び
21
年
度
（
３
期
目
）

の
市
長
選
で
、
い
ず
れ
も
無
投
票
当
選
と
な
っ
た

事
実
が
如
実
に
物
語
る
。
市
民
の
全
面
的
な
支
持

が
、
財
政
再
建
を
後
押
し
す
る
最
大
の
力
に
な
っ

た
の
だ
。

（高知県）

市
民
力
に
支
え
ら
れ
た
財
政
再
建
を
糧
に

目
指
す
は
《
こ
こ
ろ
ざ
し
》が
光
る
ま
ち

市 政 ル ポ 安
あ き

芸市

三菱財閥の創始者・岩崎弥太郎の出身地は安芸市

『龍馬伝』ブームで多くの観光客が詰めかけた岩崎弥太郎生家

市役所横に設置された《土佐・龍馬であい博》サテライト会場

松
まつもと

本憲
け ん じ

治
安芸市長
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安芸市　市 政 ル ポ

（高知県）

　

松
本
市
長
が
就
任
後
ま
ず
行
っ
た
の
は
『
安
芸
市

緊
急
財
政
健
全
化
計
画（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）』の

策
定
（
平
成
15
年
度
策
定
、
平
成
16
年
度
見
直
し
）

と
、
同
計
画
に
基
づ
い
て
「
市
民
の
負
担
は
最
小
限

に
抑
え
な
が
ら
、
行
政
経
費
の
徹
底
的
な
見
直
し

や
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
よ
る
財
源
不
足
の
解
消
」
へ

の
取
り
組
み
だ
っ
た
。
主
な
取
り
組
み
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
歳
出
対
策
】

•
退
職
者
補
充
を
抑
制
し
て
職
員
数
を
29
％
削
減

•�

７
年
連
続
に
わ
た
る
給
与
な
ど
の
カ
ッ
ト
（
平
成

16
年
度
〜
。
特
別
職
給
料
10
％
、
特
別
職
退
職

金
10
％
、
一
般
職
給
料
３
〜
５
％
、
管
理
職
手

当
50
％
、
期
末
勤
勉
手
当
役
職
加
算
20
〜
30
％

な
ど
の
カ
ッ
ト
）

•�

財
政
危
機
を
招
い
た
最
大
要
因
で
も
あ
る
普
通

建
設
事
業
の
大
幅
抑
制
（
平
成
14
〜
22
年
度
当
初

で
75
％
抑
制
）

•�

市
債
発
行
額
の
抑
制
と
90
億
円
を
繰
上
償
還
し

て
市
債
残
高
を
減
少

•�

保
育
所
の
統
廃
合
・
民
営
化
、
図
書
館
な
ど
の

民
間
委
託

•
県
内
出
張
時
の
日
当
の
全
廃
な
ど

【
歳
入
対
策
】

•�

市
税
収
納
率
向
上
対
策
（
強
制
執
行
、
差
し
押
さ

え
な
ど
）

•�

保
育
料
、
家
賃
な
ど
滞
納
整
理
の
強
化
。
訪
問

徴
収
の
中
止

•
個
人
市
民
税
特
別
徴
収
の
１
０
０
％
実
施

•
使
用
料
、
手
数
料
の
見
直
し

•
職
員
駐
車
場
の
有
料
化
な
ど

　

そ
の
結
果
、
平
成
９
年
度
に
３
９
８
名
だ
っ
た

職
員
数
は
平
成
22
年
度
に
は
２
７
７
人
に
ま
で
減

少
さ
れ
た
。
平
成
10
年
度
に
25
・
９
億
円
だ
っ
た

普
通
建
設
事
業
に
か
か
わ
る
市
債
発
行
額
は
平
成

21
年
度
で
３
・
５
億
円
に
抑
制
さ
れ
た
。
市
債
残
高

も
平
成
14
年
度
に
２
３
９
・
５
億
円
あ
っ
た
の
が
、

平
成
21
年
度
に
は
１
５
９
・
９
億
円
に
減
少
し
、
平

成
26
年
度
に
は
１
１
７
億
円
程
度
に
ま
で
減
少
さ

れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
現
在
は
緊
急
財
政
健
全
化
計
画
も
第
三
次
計
画

（
平
成
21
〜
25
年
度
）
に
入
っ
て
お
り
、
実
質
公
債

比
率
も
平
成
21
年
度
に
24
・
６
％
と
な
っ
て
早
期

健
全
化
基
準
（
25
％
）
を
下
回
り
、
平
成
26
年
度
に

は
17
・
６
％
に
ま
で
下
降
さ
せ
る
予
定
で
す
」（
松

本
市
長
）

　

だ
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
に
終

わ
り
は
な
い
。
安
芸
市
の
場
合
に
は
む
し
ろ
い
っ

た
ん
財
政
再
建
の
成
っ
た
現
時
点
以
降
の
「
油
断
の

な
い
引
き
締
め
」
が
、
よ
り
重
要
に
な
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
松
本
市
長
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、

予
算
の
肥
大
化
を
避
け
る
た
め
の
事
務
事
業
評
価

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
事
業
精
査
と
と
も
に
、
す

べ
て
の
補
助
金
に
つ
い
て
の
終
期
設
定
の
実
施
の

ほ
か
、
中
長
期
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
、

各
種
基
金
の
計
画
的
な
積
み
立
て
、
緊
急
的
課
題

や
将
来
へ
の
発
展
に
つ
な
が
る
事
業
な
ど
を
優
先

し
た
「
施
策
の
選
択
と
集
中
」
な
ど
の
重
要
性
を
掲

げ
、
職
員
に
さ
ら
な
る
意
識
改
革
を
求
め
て
い
る
。

再
整
備
を
待
つ
安
芸
市
の「
宝
」た
ち

　

松
本
市
長
は
「
約
８
年
間
掛
け
て
実
施
し
て
き
た

財
政
健
全
化
が
一
区
切
り
し
た
今
こ
そ
、
活
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
例
え
ば
観
光
振
興
を
推
進
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
」
だ
と
も
語
る
。
そ
し
て
活
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
し
て
は
、
江
戸
・

明
治
・
大
正
・
昭
和
に
培
わ
れ
た
各
種
の「
資
源
」を

挙
げ
る
。

　

も
と
も
と
安
芸
市
は
「
歴
史
と
文
化
の
香
る
ま
ち
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
独
自
の
歴
史
・
文
化

資
産
を
地
道
に
発
信
し
て
き
た
。

　

例
え
ば
土
居
廓
中
に
今
も
残
る
武
家
屋
敷
街
は
、

土
用
竹
や
う
ば
め
樫
の
生
垣
に
囲
ま
れ
、
ほ
か
の
地

方
の
武
家
屋
敷
街
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
、
厳
格
・

質
朴
な
中
に
も
陽
気
な
黒
潮
文
化
を
想
起
さ
せ
る
独

特
の
雰
囲
気
を
た
た
え
て
い
る
。
今
回
の
『
龍
馬
伝
』

ブ
ー
ム
で
安
芸
市
を
初
め
て
訪
れ
た
観
光
客
に
も
、

岩
崎
弥
太
郎
の
生
家
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
独
特
の

雰
囲
気
を
放
つ
土
居
廓
中
の
武
家
屋
敷
街
は
、
と
り

わ
け
強
い
印
象
を
残
し
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
「
雀
の
学
校
」「
お
山
の
お
猿
」「
春
よ
来
い
」

「
叱
ら
れ
て
」「
浜
千
鳥
」「
雨
」「
咲
い
た
桜
に
」「
鯉
の

ぼ
り
」「
金
魚
の
ひ
る
ね
」「
靴
が
鳴
る
」
な
ど
の
名
作

童
謡
の
作
曲
で
知
ら
れ
る
弘
田
龍
太
郎
の
曲
碑
も
あ

る
。
こ
れ
は
童
謡
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
し
た
楽
し
い

意
匠
の
石
碑（
素
材
は
さ
ま
ざ
ま
）で
、
海
辺
、
田
園
、

市
街
地
な
ど
市
内
10
カ
所
に
設
置
さ
れ
、
近
づ
く
と

メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
て
く
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
も
、
安
芸
市
で
は
昭
和

62
年
か
ら《
童
謡
の
里
づ
く
り
》を
行
っ
て
お
り
、
昭

和
63
年
か
ら
平
成
12
年
ま
で
は
《
安
芸
童
謡
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
》
を
開
催
す
る
な
ど
、
童
謡
を
地
域
の
音

楽
文
化
と
し
て
は
ぐ
く
む
各
種
施
策
を
実
施
し
て
き

た
。

　

平
成
14
年
度
か
ら
本
格
化
し
た
行
財
政
改
革
の
関

係
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
後
は
目
立
っ
た
展
開
を
し
て

こ
な
か
っ
た
が
、
財
政
再
建
が
成
っ
た
今
、
新
た
な

発
想
か
ら
の《
童
謡
の
里
づ
く
り
》が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
だ
。

　

ま
た
、
昭
和
57
年
に
、
全
国
初
の
市
立
書
道
美
術

館
を
開
館
さ
せ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
書

の
ま
ち
」
と
し
て
の
安
芸
市
の
名
声
は
既
に
全
国
的

に
知
ら
れ
て
い
る
。
市
民
自
ら
も
「
安
芸
は
書
道
王

国
」
と
誇
る
ほ
ど
、
安
芸
市
か
ら
は
川
谷
横
雲
・
尚

亭
兄
弟
、
手
島
三
兄
弟
、
金
子
鷗
亭
、
村
上
三
島
、

日
比
野
五
鳳
な
ど
、
日
本
の
書
道
史
に
そ
の
名
を
残

す
大
家
が
歴
代
輩
出
さ
れ
て
き
た
。

　

毎
年
行
わ
れ
る『
安
芸
全
国
書
展
』は
全
国
公
募
の

書
展
と
し
て
は
全
国
有
数
の
規
模
を
誇
っ
て
お
り
、

書
の
ま
ち
・
安
芸
市
は
今
も
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
る
（
市
制
50
周
年
の
節
目
と
な
っ
た
平
成
15
年

度
か
ら
は
高
校
生
大
会
を
開
催
、
平
成
20
年
度
か
ら

高
知
県
小
中
学
生
選
抜
書
展
も
開
始
）。

　

こ
の
よ
う
に
安
芸
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な「
資
源
」が

安芸市立書道美術館は全国初の公立書道美術館 安芸市では全国規模の書道大会がしばしば開催
（小中学生選抜書展決勝の模様）

数々の名作童謡を送り出した弘田龍太郎の曲碑

安芸港に水揚げされるちりめん
を活用した「釜揚げちりめん丼」
は安芸市の新名物

安芸市はナスの栽培量日本一
（ナスを栽培するビニールハウス群）
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あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ら
の
資
源
を
も

う
一
つ
う
ま
く
生
か
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
松
本

市
長
は
「
今
回
の
『
龍
馬
伝
』
ブ
ー
ム
に
連
動
し
た
各

種
の
観
光
振
興
事
業
に
よ
っ
て
、
行
政
・
事
業
者
・

市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
地
域
を
盛
り
立
て
よ

う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
ま
ち
お
こ
し
運
動

が
展
開
で
き
て
い
る
と
思
う
」と
語
っ
て
い
る
。

　

実
は
今
回
、
松
本
市
長
自
ら
の
ご
案
内
で
、
取
材

者
は
こ
れ
ら
安
芸
市
な
ら
で
は
の
文
化
・
歴
史
資

源
の
数
々
を
訪
ね
る
と
い
う
望
外
の
機
会
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
訪
問
先
に
は
閉
幕
間
近
の
『
土

佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
』
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
や
岩
崎
弥

太
郎
の
生
家
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
過
程
で
強

く
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
多
く
の
観
光
客
の
入
込
を

ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
動
線
確
保
の
工
夫

だ
っ
た
。

　

安
芸
市
に
限
ら
ず
四
国
各
県
の
道
路
事
情
は
、
後

に
述
べ
る
四
国
全
県
を
結
ぶ
高
速
道
路
交
通
網
の
整

備
の
遅
れ
と
と
も
に
、
一
般
道
路
の
道
幅
の
狭
さ
と

い
う
共
通
の
悩
み
が
あ
る
。

　

安
芸
市
の
観
光
資
源
を
結
ぶ
道
路
の
幅
も
ほ
と
ん

ど
は
農
道
に
近
く
、
外
部
か
ら
の
訪
問
者
に
は
対

向
車
と
の
擦
れ
違
い
に
苦
慮
す
る
よ
う
な
場
所
が
少

な
く
な
い
。
し
か
も
安
芸
市
は
厳
し
い
行
財
政
改
革

の
真
っ
最
中
で
あ
り
、
道
路
整
備
に
割
く
予
算
も
限

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
実
施
さ
れ
た
の
が
、
観
光
客

が
多
く
利
用
し
そ
う
な
道
路
の
徹
底
的
な
リ
サ
ー
チ

と
、
擦
れ
違
う
際
の
ル
ー
ル
づ
く
り
だ
っ
た
。
道
幅

の
一
部
広
く
な
っ
て
い
る
場
所
を
フ
ル
に
活
用
し
、

整
然
と
車
が
行
き
交
え
る
よ
う
、
観
光
事
業
者
に
対

す
る
指
導
、
観
光
客
に
対
す
る
情
報
提
供
に
努
め
た
。

　

そ
の
結
果
、
大
き
な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
も
な

く
、『
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
』
も
先
ご
ろ
、
無
事
に

閉
幕
を
迎
え
た
。
こ
う
し
た
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で

の
知
恵
と
工
夫
の
凝
ら
し
方
は
、
財
政
再
建
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
努
力
に
も
通
じ
る
も
の
だ
ろ
う
。

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の 

強
い
思
い
と
安
芸
市
の
今
後

　

安
芸
市
だ
け
で
な
く
、
道
路
整
備
は
今
後
の
四
国

全
体
の
経
済
発
展
を
考
え
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
最
大
の
課
題
の
一
つ
と
い
え
る
。
一
般
道
路

の
狭
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
愛
媛
県
南
部
と
高
知

県
西
部
・
中
央
部
、
徳
島
県
南
部
と
高
知
県
中
央
部
・

東
部
を
直
接
結
ぶ
高
速
道
路
が
な
い
。

　
「
四
国
に
は
新
幹
線
も
な
け
れ
ば
、
四
県
す
べ
て

を
つ
な
ぐ
高
速
交
通
網
も
あ
り
ま
せ
ん
。
高
知
県
で

は
高
知
市
周
辺
ま
で
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
高
知
市
か
ら
安
芸
市
ま
で
は
狭
い
国
道
が
一

本
あ
る
だ
け
で
す
。『
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
』
の
期

間
中
も
、
高
知
市
と
安
芸
市
を
結
ぶ
高
速
道
路
が
あ

れ
ば
も
っ
と
多
く
の
観
光
客
が
詰
め
掛
け
た
は
ず
で

す
。
ま
た
毎
年
春
に
行
わ
れ
て
い
る
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
の
安
芸
キ
ャ
ン
プ
の
折
り
に
も
、
高
知
市
か
ら
安

芸
市
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
そ
の
狭
い
国
道
と
、

本
数
の
少
な
い
鉄
道（
ご
め
ん
・
な
は
り
線
）だ
け
と

い
う
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
解
消
す

る
に
は『
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』と
い
わ
れ
る

高
速
交
通
網
を
一
刻
も
早
く
完
成
さ
せ
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
全
体
に
道
路
事
情
の
悪
い
四
国
の

中
で
も
、
特
に
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
高
知
県
東

部
や
西
部
に
暮
ら
す
市
民
す
べ
て
の
強
い
願
い
な
の

で
す
」（
松
本
市
長
）

　

四
国
に
お
け
る
高
速
交
通
網
は
各
県
の
境
界
部
に

鎮
座
す
る
山
間
地
帯
を
避
け
て
延
伸
す
る
形
を
と
っ

た
た
め
、
ま
ず
四
国
縦
貫
自
動
車
道
と
四
国
横
断
自

動
車
道
が
四
国
中
央
部
で
Ｘ
字
形
に
交
差
し
、
こ
の

道
路
が
四
県
そ
れ
ぞ
れ
の
県
庁
所
在
地
に
つ
な
が
っ

た
時
点
（
平
成
12
年
ご
ろ
）
で
エ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ウ
エ

イ
と
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
こ
の
エ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
先
を
さ
ら

に
延
伸
し
、
四
国
の
外
周
を
横
８
の
字
形
に
結
ぶ
計

画
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
す
る
こ
と
の

意
味
は
、
単
に
四
国
内
の
高
速
交
通
網
が
完
成
す
る

と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
四
国
の
高
速
交
通

網
に
よ
る
周
遊
が
容
易
に
な
れ
ば
、
神
戸
・
鳴
門
ル
ー

ト
（
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
）、
児
島
・
坂
出
ル
ー

ト
（
瀬
戸
大
橋
）、
尾
道
・
今
治
ル
ー
ト
（
瀬
戸
内
し

ま
な
み
海
道
）
を
通
じ
て
中
国
地
方
・
関
西
地
方
と

の
連
携
も
さ
ら
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
時
間
面
に
も

安
全
面
に
も
、
さ
ら
に
経
済
的
に
も
観
光
客
の
快
適

性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
日
本
は
今
、
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
事
業
を
は
じ
め
、
外

国
か
ら
の
観
光
客
誘
致
に
国
を

挙
げ
て
努
め
て
い
ま
す
。
私
は

３
年
前
に
中
国
各
地
を
訪
問
し

ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
強
く
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
高
速
道
路

交
通
網
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

が
非
常
に
進
ん
で
い
る
こ
と

で
し
た
。
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
経
済
成
長
や
観
光
振
興
を
支
え
て
い
る
の

を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
す
。
日
本
も
観
光
立
国

を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
い
ま
だ
道
路
に
関
し
て
は

発
展
途
上
国
並
み
と
い
う
し
か
な
い
四
国
の
現
状
に

目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

観
光
振
興
や
物
流
的
な
意
味
だ
け
で
な
く
、
地
方

に
と
っ
て
道
路
は
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
と
同
等
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
台
風
時
の
通
行
規
制
の
解

消
、
救
急
搬
送
の
時
間
短
縮
な
ど
の
地
域
事
情
を
解

消
す
る
た
め
に
高
知
東
部
自
動
車
道
の
芸
西
村
・
安

芸
市
間
（
８
・
５
㎞
）
の
新
規
着
工
が
23
年
度
予
算
で

決
定
し
た
。
正
に
画
期
的
な
決
定
で
あ
り
、
涙
が
出

る
ほ
ど
嬉
し
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
た
。
今
後
も
国

に
は
四
国
８
の
字
高
速
道
路
の
完
成
を
目
指
し
、
要

望
活
動
を
粘
り
強
く
続
け
て
い
き
た
い
」
と
松
本
市

長
は
力
説
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
将
来
に
か
か
わ
る
大
き
な
課

題
も
あ
る
が
、
現
状
で
考
え
ら
れ
る
ギ
リ
ギ
リ
の
条

件
の
中
で
、
見
事
に
財
政
再
建
と
い
う
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
を
乗
り
越
え「
こ
こ
ろ
ざ
し
を
遂
げ
た
」安
芸
市

を
包
む
空
気
に
は
、
早
春
の
曙
光
の
よ
う
に
前
向
き

で
明
る
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

財
政
再
建
は
安
芸
市
に
と
っ
て
、
例
え
れ
ば
明
治

維
新
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
土
佐
の

革
命
戦
士
・
坂
本
龍
馬
が
志
し
、
準
備
し
た
日
本
の

近
代
へ
の
礎
を
、
近
郷
・
安
芸
出
身
の
岩
崎
弥
太
郎

が
維
新
後
に
経
済
の
面
で
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
よ
う

に
、
安
芸
市
の
21
世
紀
に
お
け
る
「
新
た
な
近
代
化

（
発
展
）」は
、
今
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

毎年12月開催の安芸市タートルマラソンは、タイムを競わない健康マラソンの元祖（平成23年12月で36回目）

ナスと並んで日本一の生産量を誇るユズの出荷風景

阪神タイガースの安芸
キャンプには全国の虎党
が毎年大集合

安芸名物・タイガース列車は全国阪神ファンの憧れ
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